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○ 時間における指導と各教科等と関連して行う指導 

障がいのある児童生徒に生きる力を育むための重要な要素である自立活動の指導は、障

がいによる学習上又は生活上の困難を改善・克服し、自立し社会参加する資質を養うため、

特設された自立活動の時間はもちろん、各教科、道徳科、外国語活動（外国語科）、総合

的な学習の時間及び特別活動など学校の教育活動全体を通じて適切に行わなければなりま

せん。 

自立活動の指導は、学校の教育活動全体を通じて行うものであることから、自立活動の

時間における指導と各教科等における指導との密接な関連を保つことが必要です。 

各教科等の指導との関連については【Ｑ10】で詳しく説明しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立活動はいつ指導するのですか？ 

 

 

 

 

 

 
 

詳しくはこちら   
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各教科等における指導の中でも自立活動の指導を関連させることが大切です！ 

 自立活動の指導は、自立活動の時間はもと

より、学校の教育活動全体を通じて行います 

Ａ５ 

。 
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